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ディスレクシア障害を抱えた人が手軽に使用できる 
オンライン動画字幕読み上げシステム 

 

應武双葉†1	 栗原一貴†2 
 
概要 2016年 4月に障害者差別解消法が施行され，障害者に対する社会的障壁をいかに取り除くかを考えることは
社会の急務となっている．学習障害の一種であるディスレクシアという障害をもつ人々は，文字言語の認知に困難
を抱えており，これは動画視聴の際，字幕により外国語や映像内の状況を理解しなければならない場合も同様であ

る．そこでその心理的負担を軽減するため，映像共有サービス YouTubeを用いて，動画に付属している字幕を多様
な合成音声で読み上げることで理解を助けるシステムを提案し，Webブラウザで動作するプロトタイプ実装した．
また同障害を持つ当事者，また保護者を対象に実際に字幕を音声合成で読み上げることが有効であるのかどうか国

内最大規模の評価実験を実施した結果，有効性が確かめられた． 
 
キーワード：ディスレクシア，音声読み上げ，障害者支援，福祉 
  

Browser-based Text-to-speech System of Online Videos with 
Subtitles for Supporting Dyslexics  

 

FUTABA OTAKE†1	 KURIHARA KAZUTAKA†2 
 
Abstract: The April in 2016，the Japan government came to enforce the Disability Discrimination Act. Since then，it has been 
our urgent task to how to remove the social barriers. Dyslexia is one of the learning disability, and it causes the disability of 
visual identification of words and languages. When the dyslexics watch the online movies, they have difficulty understanding 
the foreign language and the situation with subtitles. In order to reduce the mental burden for them，we propose the online 
system，which helps the dyslexics by reading out the subtitling in a variety of synthetic voices with YouTube. The system is 
equipped with the prototype on web browser. As the results of the evaluation experiment for the dyslexics and their 
guardians，the effectiveness of this system is also verified. 
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1. はじめに     

	 2016年 4月に障害を理由とする差別の解消の推進に関す

る法律（以下障害者差別解消法[1]）が施行された．現行の

多くの社会の仕組みは障害者に対して厳しく，不利になる

場合が多い．この実態に対しかつては，障害者当人の身体

的なハンディそのものに問題を生み出した原因があると考

えられてきた．しかし現在では日本のみならず国際的にも，

この原因を社会のしくみ（社会的障壁）に求めるようにな

り，これを「障害の社会モデル」という国際的なルールと

した．今年度施行された障害者差別解消法は全 26章の条文

からできており，現代社会の上記の問題点を鑑みて社会的

障壁をいかに解消するかについてその方針を定めたもので

ある． 

	 このように今年になり障害者への関心は上昇しつつあり，

障害者に対する社会的な援助，後押しは急務となりつつあ
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る．これは情報分野においても同様であり，特に技術的な

支援については大きく貢献できる可能性をもつものも多い．

ディスレクシア，という学習障害もその 1つである．	

	

図 1	ディスレクシアの人の視界

( http://nagumo-akihiko.com/dyslexia/ ) 
 Figure 1 What the lines of writing look like to the dyslexics. 

 ( http://nagumo-akihiko.com/dyslexia/ ). 
	

	 ディスレクシア障害を抱える人たちは，知的能力及び一

般的な理解能力などに特に異常がないにもかかわらず，	文

字言語の認知に著しい困難を抱えており，図１のように字
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が歪む，滲むなど，正しく字を認識しづらい．この問題に

よって同障害を抱える人の多くが初等教育の段階でつまず

いている．	

	 ところがアメリカでは 2割程度の子どもが同障害を抱え

ると言われているが，日本では認知度の低さもあり，存在

そのものが程度の差があれ浸透していないという問題 [2]

がある．それに伴い日本ではディスレクシアかどうかを特

定するための検査等は今のところ存在せず，現状では「通

常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生

徒の全国実態調査」（平成 25年）の「知的発達に遅れはな

いものの学習面で著しい困難を示すと担任教師が回答した

児童生徒の割合[3]」（LD の割合）の 4.5％に近いといわれ

ている． 

	 この障害を抱える人たちにとって情報技術は非常に有効

な場合がある．これは音声読み上げなどによって，読むと

いう作業を補助することが可能だからである．実際に学習

を支援するために使用されている補助システムとして，

「DAISY [4]」などが挙げられる．	

	 本研究では動画の視聴に注目する．ディスレクシアの人

たちは文章を読むことが非常に難しいため，動画を視聴し

た場合，仮に字幕という補助があっても，その字幕情報を

理解できないことが珍しくない．このため動画をみるとい

う行為そのものが非常に困難である．そこで動画を視聴す

るにあたり，字幕を人工音声読み上げシステムを用いて読

み上げることによってディスレクシアの人たちの動画視聴

を支援するためのシステム構築を行う．本研究で目標とさ

れることは，いかに苦痛を感じさせず，快適に動画を視聴

してもらい，その内容を理解してもらえるかという点であ

る．	

	 現状においても「GOMPlayer [5]」に代表される動画の字

幕を読み上げるプレイヤーは存在している．しかしこれを

使用するにはソフトをダウンロードする必要が生じ，動画

コンテンツを手元にファイルの形で準備する必要があり，

また使用方法が難解である．我々は Webブラウザのみで閲

覧が可能なオンラインの動画に注目し，字幕を読み上げに

よって視聴し，それによってディスレクシアの方が抱える

社会的障壁を技術的に支援するシステムを提案する．本稿

ではプロトタイプの開発と，それを元に実際に当事者であ

る児童の協力のもと，字幕を人工音声で読み上げることが

動画視聴において有効性があるのかについての調査・検証

について報告する	 ． 

2. 関連研究 

2.1 GOMPlayer  

	 GOMPlayer は韓国の Gretech Corporatation が無料で提供

する Windows向け動画プレイヤーであり，動画を再生する

際に本ソフトをインストールするだけであらゆる形式の動

画ファイルや音楽ファイルを再生することができる．この

プレイヤーの機能の 1 つに字幕読み上げ（Text to Speech，

以下 TTS）機能が存在する．日本語 TTSエンジンをインス

トールすることによって日本語字幕の吹き替えが可能であ

る．他国の言語を使用する際には他国の TTSエンジンをイ

ンストールする必要があり，使用にはやや複雑な行程が必

要である．またオンライン上の動画には対応していない点

で，本研究とは差異がある．	

2.2 Cinema gazer [6] 

	 Cinema Gazerは字幕情報を用いて，会話をしている場面

では再生速度を少し速め，会話がない場面ではかなり早く

自動再生することで，時間に余裕がなく忙しい人でもなる

べく時間をかけずに動画をみられる技術である．これを応

用したものに 2FF YouTube Viewer[7]があり，これは

YouTube で簡単に使用できるため，より利便性が高く使い

やすいものとなっている．最大 4倍速まで対応している． 
2.3 DAISY 風テキストリーダー[8] 

	 DAISY (Digital Accessible Information System)は，視覚障

害者や読むことが困難な人々のために，カセットに代わる

デジタル録音図書として開発された，情報システムのこと

である．ディスレクシア障害で対象となる児童生徒への学

習的支援は，現状ではこの DAISY 教材を用いることが多

い．しかしながらこれを日常的に作成するには複雑な手順

を踏む必要があり決して容易とはいえない．DAISY風テキ

ストリーダーはこの機能をできるだけ容易に使用するため

に，テキストファイルを作成するだけでおおむねほぼ

DAISY と同じような表示および読み上げを行うことがで

きるようにしたものである．	

2.4 タブレット PC を活用した学習指導に関する研究[9] 
	 LD を抱える児童生徒に対して書字の正誤を自分で確認

できる即時フィードバック機能をもつ PC を与え，少人数

指導を行った．	また同時に文字構成の音声フィードバック

を利用した書字補正機能を併用した結果，被験者である 4

人全員の児童が確認テストで高い正答率を得た．本研究に

より LD を抱える人たちにとって，学習時の音声による補

助が重要であることが伺える．	

3. 事前調査 

動画の字幕を人工音声で読み上げることに対しての需

用と有効性についてのヒアリング調査を行った．ヒアリン

グに際し，YouTube 動画を再生中に字幕を読み上げること

ができる機能および再生速度を調整できる機能だけを備え

たコンセプトプロトタイプを対象者に見てもらい，これを

もとに意見を得た． 
3.1 調査協力者 
	 ディスレクシアの当事者 1名とディスレクシアの子供を

持つ保護者 6名に対して実施した． 
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3.2 意見 
3.2.1 動画視聴の際に生じている問題 
	 DAISYをはじめとして，文章を人工音声で読み上げるこ

とは同障害を抱える人においては有効であるということは

調査協力者の間ではよく知られていた．ヒアリングの中で

も実際に学校でのテストの問題を読み上げたところ点数が

20点近く上がったという報告があった．また YouTubeなど

の動画を視聴するにあたり，そもそも字幕がない動画が多

い現状は非常に困る点であるが，仮に字幕があったとして

も字幕の文字を頭の中で音に変えている間に分からなくな

り，現状において支障が生じているのは確かだとの意見を

得られた．またこれに伴い，昨今若者の間で日常的な話題

である，流行のオンライン動画についての感想の共有が，

友人などと容易にできないという不便をきたしているとい

う意見が得られた．以上よりオンライン動画視聴において

字幕を人工音声で読み上げるというシステムは有効である

と示唆された． 
3.2.2 動画中の音声の再生スピード調節における問題 
	 ディスレクシアの当事者は，ボイスレコーダーによって

日常の音声情報を記録し，後に PC 等で再生することで学

習活動等を補っており，また再生の際，主に高速化する方

向に再生スピードを調整していることがわかった．しかし

このスピード調節には相当な個人差があり，特に年齢にお

ける差異は大きいという調査結果が得られた．これは対象

者の学年があがるにつれて，通常よりも速い速度でも聞き

とれるように慣れる人もいるからではないかと推測される．

既存の windowsメディアプレイヤーなどはあまりに速度が

速いと音飛びが発生することがある点が現状の不満として

報告されたが，我々の用いたコンセプトプロトタイプでは

比較的音飛びの少ない高速再生が可能であることが確認で

きた．以上より，動画再生のスピード調整機能は有効であ

ると示唆された．		

3.2.3 読み上げ音声の声の高さの問題 
	 ディスレクシアは聴覚過敏を併発する場合が多い．この

ため人によっては聞きにくい高さの音が存在し，授業時な

どの理解度に問題が生じることがあるという意見が得られ

た．たとえば男性の声は聞こえない，低い音が聞き取れな

いなどその症状には個人差がある．このことから人工音声

の音の高さは多様な選択肢を設けた方が有効であると示唆

された． 

4. システム 

4.1 基本設計 
	 事前調査に基づき，Chrome のブラウザで動作する Web

サイトとしてプロトタイプシステムを開発した．使用に際

して事前準備は不要であり Chrome ブラウザにおいて：

https://readsub.azurewebsites.net/?v=XXXXX，のように URL

を指定すれば良い．XXXXX は，YouTube で動画を一意に

指定する 11 桁の文字列 IDである．なお，より簡便な操作

のため，YouTube の公式サイトで動画を閲覧中に，上記の

URL へとナビゲートするブックマークレットも作成した．
実装されたシステムの様子は図 2の通りである．	
	 実装には JavaScriptを使用し，YouTube Player API[10]と
Web Speech APIを用いた．YouTube Player APIを用いて
Webサイトに YouTubeの動画を埋め込み，そこから字幕の

テキストを含めた基本的な動画情報を取得した．その上で

字幕のテキスト情報を Web Speech APIに送り，該当してい

る字幕部分を読み上げさせた．また字幕読み上げの際は本

来の動画の音量を下げて，読み上げ部分を聞き取りやすい

ように配慮した.	Web Speech APIによって，日本語に限ら

ず様々な言語の言葉を読み上げることができる.	

 

図 2	 システムの画面(	http://y2u.be/whO8OkNZV9E ) 
Figure 2	 The screenshot of the System. ( http://y2u.be/wh

O8OkNZV9E ) 

	  
4.2 スピード調節機能と声の高低調整機能 
第 3章の事前調査の結果，人工的な音声の聞き取りの際

には，音声の聞き取り速度，また声の高さなどにおける個

人差がある可能性が示唆された．そこで動画の再生速度お

よび人工音声の読み上げスピードと，声の高低をバーによ

って調整できる機能を付け加えた．スピードは 0.5から 1.8

まで 0.1 刻みで調節可能であり，1.8 に近いほど早く，0.5

に近いほどゆっくりと読み上げる．同様の刻み方で声の高

さについても 0.1から 2.0まで調節ができ，2.0に近いほど

高く，0.1 に近いほど低い声になる．なお双方ともに上限

は 2.0を超えないものとしたが，これは chromeの仕様によ

る制限である．	

なお，字幕読み上げが字幕表示期間に終了しなかった場

合には，動画を一時停止し，読み上げ終了時に再生再開す

る．	
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Table 4 The values each participant chose of the speed and 
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Figure 8 The subjective effectiveness of reading subtitles out. 
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	 障害者の支援については今年度ようやく障害者差別解消

法が施行したように，アメリカなどと比べて日本は遅れて

いる現状にある．たとえば自治体によっては障害者支援の

一環として譲り合いマーク，ヘルプマークなどがもうけら

れている場合があるが，こういった支援が行なわれている

ということを知らない人は多く，またそもそも自治体によ

って統一性がないためにとても支援体制が整っているとは

いいがたい [12]．特にディスレクシアのようにいまだ広く

世間に認知を受けられておらず，また実際にかかっている

のかどうか障害をもつ当人でさえ自覚していない，一見し

てわかりにくい障害はなおさら深刻な状況にある．ディス

レクシアへの理解を深めるために，アジア太平洋ディスレ

クシア・フェスティバル&シンボジウム[13]が行われて周知

をはかるなど様々なアプローチが行なわれているが，それ

でも広い周知には至っていないのが実情である．しかしな

がらより多くの人がこの障害のことを認知すれば，ディス

レクシアの人たちにとって過ごしやすい生活基盤を整える

支援運動がうまれる可能性がある．また障害を自覚してい

ない人たちに対しても，自覚することによってより生活し

易い支援を提供することができるかもしれない．とりわけ

ディスレクシアの人たちが動画を視聴する際に内容が理解

できず，そもそも視聴を諦めていることも多く，日常生活

に支障をきたしている，という意見は今回の研究を通じて

強く世間に訴えられるべきであると思われる.	

	 本研究により，ディスレクシアという障害に対し少しで

も多くの人の理解を深め，さらにこの分野における進展が

あることを強く望む．	
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